
金
滞
古
蹟
志
血
管
十
九

込
た
き
祉
な
り
し
ゅ
ゑ
、
泉
野
紳
祉
へ
合
併
の
詮
識
に
て
‘
そ
の
よ

し
既
に
建
方
あ
り
し
か

E
、
紙
困
舎
の
事
な
ど
あ
る
ゆ
ゑ
に
や
、
町

内
ゐ
よ
ぴ
近
漣
の
者
共
商
織
の
う
へ
、
在
来
の
如
〈
共
の
ま
h

に
さ

し
置
か
れ
た
き
よ
し
、
勝
廊
へ
歎
願
す
る
に
よ
り
、
共
の
頃
出
願
入

手
前
取
札
し
有
ν
之
島
、
往
々
町
内
等
有
志
の
者
共
修
繕
を
加
へ
、
保

存
い
た
し
た
し
と
の
事
に
よ
り
、
出
願
の
趣
許
可
相
成
り
‘
無
格
枇

へ
加
へ
ら
れ
た
り
。
依
っ
て
今
に
至
り
、
毎
議
七
月
祇
園
舎
を
執
行

し
‘
紳
動
方
は
泉
野
紳
駐
の
紳
職
来
り
て
朱
勤
す
と
い
へ
り
。

。
高
養
山
成
串
寺

滞
土
宗
也
。
貞
享
二
年
由
来
書
に
云
ふ
。
営
寺
開
基
松
平
文
右
衛
門
、

正
保
二
年
に
死
去
仕
、
枠
伊
之
故
、
居
屋
敷
叉
右
衛
門
後
室
に
可
v

歩
下
皆
‘
微
妙
公
被
a
仰
出
量
、
右
後
室
松
平
右
馬
助
を
顔
、
叉
右

衛
門
居
屋
敷
指
上
候
問
、
何
卒
泉
野
寺
町
玉
泉
寺
上
グ
屋
敷
之
内
、

叉
右
衛
門
居
屋
敷
歩
数
程
拝
領
仕
‘
叉
右
衛
門
位
牌
所
一
宇
建
立
仕

度
皆
、
津
田
玄
審
を
以
願
上
候
底
‘
正
保
四
年
願
之
遇
玉
泉
寺
上
ゲ

屋
敷
七
百
七
拾
九
歩
三
尺
五
寸
之
内
、
四
宵
九
拾
六
歩
一
尺
λ
寸
又

右
衛
門
居
屋
敷
賞
り
之
遁
拝
領
被
a
仰
付
一
一
介
に
二
百
七
拾
丸
歩
一
尺

七
寸
地
子
地
諦
込
に
仕
、
一
・
寺
建
立
、
叉
右
衛
門
戒
名
成
皐
居
士
と

" ， 

巴
之
秋
。
揮
白
地
於
泉
野
吋
鳩
v
工
笹
構
e

不
昌
幾
月
-
而
宮
成
実
。
と
見
h
.

廷
寅
二
年
の
由
来
書
に
も
、
玉
泉
院
殿
之
御
願
に
依
て
、
元
和
三
年
之

秋
越
中
滞
締
寺
に
被
=
仰
付
つ
宮
地
b
天
紳
御
勧
請
、
則
滞
締
寺
前
住

別
賞
所
に
有
v
之
、
寛
永
元
年
迄
紳
事
相
勤
。
と
あ
り
。
さ
て
滞
締
寺

を
玉
泉
寺
と
改
稿
し
‘
玉
泉
院
殿
位
牌
所
と
た
し
.
今
の
地
へ
轄
地

し
て
、
更
に
譜
替
を
命
ぜ
ら
れ
た
る
は
正
保
三
年
た
り
。
延
寅
二
年
の

由
来
書
に
、
寛
永
十
六
年
二
月
玉
泉
院
殿
十
七
年
忌
御
弔
よ
り
、
御

位
牌
所
に
被
v
定
、
正
保
三
年
営
寺
御
建
立
被
v
成
。
と
あ
り
て
、
成
事

寺
由
来
書
に
、

E
保
四
年
玉
泉
寺
上
ザ
屋
敷
七
百
七
拾
九
歩
三
尺
五

寸
之
内
、
四
百
九
拾
六
歩
一
尺
八
寸
拝
領
被
邑
仰
付
引
と
見
h
、
正
保

四
年
八
月
開
締
寺
等
育
和
倫
上
申
書
K
.
野
町
玉
泉
寺
と
並
に
罷
在

申
様
K
.
左
之
方
明
地
之
内
五
拾
間
四
方
拝
領
仕
度
云
々
。
裏
書
K
.

玉
泉
寺
渡
磁
之
内
を
以
千
五
拾
歩
可
v
被
昌
相
渡
吋
と
あ
り

τ、
此
の
地

商
は
慶
安
四
年
に
質
勝
寺
千
岳
和
筒
へ
更
に
賜
は
り
‘
今
少
林
寺
の

寺
地
也
。
さ
れ
ば
三
蜜
記
に
、
明
暦
元
年
五
泉
院
殿
の
三
拾
三
回
忌

に
付
、
前
年
よ
り
玉
泉
寺
屋
敷
替
を
命
ぜ
ら
れ
、
奮
寺
地
は
成
畢
寺

へ
賜
る
と
あ
る
は
週
間
に
て
、
年
暦
甚
だ
謀
れ
る
友
り
。

。
積

町
金
滞
古
蹟
志
血
管
十
九

申
に
付
、
成
皐
寺
と
腕
し
、
門
前
家
数
七
軒
有
v
之
。
と
蛾
せ
た
り
。

。
成
串
寺
芭
策
塚

成
串
寺
境
内
に
建
て
た
り
。
碑
商
蕉
翁
墳
と
あ
り
て
。

あ
か
/
¥
と
日
は
つ
れ
た
く
も
秋
の
風

賓

暦

五

一

亥

砲

金

津

婆

水

連

中

建

v
之

按
宇
る
に
、
諸
国
翁
墳
記
に
、
翁
塚
加
州
金
滞
に
在
。
高
子
建
。
次

に
秋
日
塚
加
州
金
揮
に
あ
り
。
婆
水
建
。
と
あ
り
。
寓
子
が
建
て
し

翁
塚
は
何
れ
の
地
に
建

τた
る
た
ら
ん
。

O
E泉
寺
蕃
地

図
事
昌
披
問
答
に
、
玉
泉
寺
の
奮
地
は
祇
園
の
漣
、
成
畢
寺
の
所
怠

り
と
見
h
、
三
蜜
紀
に
云
ふ
。
寛
永
六
年
常
普
寺
と
一
宮
ふ
寺
披
を
除

き
て
‘
玉
泉
寺
と
改
め
ら
れ
、
寺
の
向
う
と
横
町
・
野
町
の
際
ま
で
、

寺
の
門
前
に
被
v
下
け
れ
ば
、
移
敷
地
子
を
取
上
げ
、
寺
の
雑
用
に
成

し
け
り
。
然
る
に
明
暦
元
年
玉
泉
院
殿
の
三
拾
三
回
忌
に
た
ら
せ
給

へ
ば
、
前
年
よ
り
玉
泉
寺
屋
敷
替
命
ぜ
ら
れ
‘
本
の
寺
屋
敷
は
成
鋸

寺
に
渡
り
、
共
時
門
前
地
は
被
目
召
上
-
た
り
。
と
あ
り
。
按
や
る
に
、

此
の
地
を
玉
泉
寺
の
寺
地
と
た
し
、
袋
に
菅
原
天
紳
の
枇
殿
を
も
鎗

替
あ
り
し
は
元
和
三
年
た
り
。
寛
文
七
年
の
上
梁
文
に
、
元
和
三
丁

此
の
町
は
、
紙
困
枇
の
肉
、
野
町
に
出
づ
る
小
路
を
呼
べ
り
。
昔
玉

泉
寺
、
今
の
成
感
寺
の
地
に
あ
り
し
頃
、
寺
の
横
町
怠
る
故
、
横
町

と
呼
ぴ
て
4

玉
泉
寺
の
門
前
地
た
り
と
い
へ
り
。
さ
れ
ば
今
此
の
小

路
を
横
町
と
呼
ぺ
る
除
、
往
昔
玉
泉
寺
此
の
地
に
あ
り
し
時
の
遺
稿

危
り
。
或
は
云
ふ
。
此
の
小
路
は
昔
は
甚
だ
狭
き
道
路
に
て
、
往
来

難
儀
せ
し
ゅ
ゑ
、
中
古
取
庚
め
ら
れ
、
今
の
如
〈
成
り
た
り
と
い
へ

り
。
按
や
る
に
、
改
作
所
奮
記
に
蛾
せ
た
る
元
総
十
三
年
十
二
月
町

奉
行
の
書
簡
民
、

犀
川
妙
慶
寺
坂
崩
込
に
付
、
寺
批
御
奉
行
中
申
談
窺
候
而
、
垣
申

付
往
来
止
申
候
。
在
々
よ
り
往
来
の
牛
馬
、
玉
泉
寺
前
よ
り
野
町

四
丁
目
へ
令
=
往
来
-
侯
様
御
申
付
可
'
有
v
之
候
。
勿
論
野
町
一
了
目

往
来
之
道
筋
有
v

之
候
へ
共
、
殊
之
外
狭
く
、
牛
馬
難
v
遁
に
付
如
v

此
に
候
。
以
上
。

十
二
月
二
日

三
輪
七
左
衛
門

湯

主

勝
原

永

原

機

丞

様

長
瀬
消
兵
衛
様

叉
正
徳
二
年
二
月
郡
事
行
よ
り
建
書
に
.




